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新年度になり１か月ほどが経ちました。お子様の４月の様子はいかがでしょうか。頑張

り過ぎて、そろそろ疲れがたまる頃ではないでしょうか。今年度の家庭訪問は、ご自宅を

確認させていただくだけの訪問とさせていただきました。お子様のことで心配なことなど

ありましたら、遠慮なく担任までご相談ください。子どもたちのよりよい成長に向けて、

学校とご家庭とでしっかり連携をして、指導にあたりたいと思っています。どうぞよろし

くお願いいたします。 

入学おめでとう！ 
 ４月１２日、育友会長の林大晃様をはじめ多くの

来賓の皆様にご臨席いただき、１０名の新１年生を

迎えることができました。やや緊張気味でしたが、

６年生に手を引かれ、堂々と入場できました。担任

から名前を呼ばれると元気よく返事をし、「よろし

くお願いします」と挨拶もできました。 

式辞の中で、１年生に２つのお願いをしました。

これは、在校生にも伝えたいこ

とで、昨年度も同じ話をしまし

た。今年度も、この２つを大事

に、「笑顔で元気な大川内っ

子」目指して頑張ってほしいと

思います。以下に式辞の一部を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
式後には、５年生が青螺太鼓を披露してくれました。迫力ある演奏と掛け声に、会場の

みんなが聴き入っていました。一年間の経験が自信となり、体全体を使って力強く演奏す

る姿に成長を感じました。みんなに感動を与えるすばらしい演奏でした。 

１つ目は、元気よく挨拶ができる一年生になってほしいということです。元気よく挨拶する

と、いい気持ちになり、友達もたくさんできます。挨拶された人は、とってもうれしくなって、

あなたのことを助けてあげようと思ってくれるはずです。家族、地域の方や友達、先生に、元気

よく挨拶をしましょう。 

２つ目は、間違うことや失敗することを怖がらずに、いろんなことに挑戦してほしいという

ことです。学校は、できないことができるようになるために勉強するところです。できないこと

や分からないこと、間違いや失敗があって当たり前です。間違いや失敗の中には、できるように

なるヒントがたくさん詰まっています。だから、初めてのことにもどんどんチャレンジして、

「わかった」「できるようになった」と、笑顔を輝かせてください。 



見守り隊の皆さまとの対面式 
１年生の歩いての登校初日は、生憎の雨で

したが、傘をさしながら、みんな元気に笑顔

で登校できて安心したところです。 
子どもたちは、毎日、見守り隊の皆様に見

守られながら、安全に安心して登下校できて

います。転んでけがしたときには手当をして

もらい、荷物が多い時には、持ってくださる

こともあります。まるで家族のように温かく

接していただいています。本当にありがとう

ございます。 
１５日には、「見守り隊の皆様との対面式」

を行いました。１年生紹介のあと、隊を代表

して前川善治様にご挨拶を頂きました。ま

た、地区ごとに分かれての地区児童会にも参

加していただき、登下校の際に気をつけるこ

となど具体的に指導してくださいました。あ

りがとうございました。子どもたちには、い

つも見守ってい

頂いていること

に感謝し、元気な

挨拶と素直な態

度で、感謝の気持

ちを表してほし

いと思います。  

本をいただきました！ 

今年度も、学校医の鈴山純司先生から入学

祝に８冊の児童書をいただきました。お話小

箱さんの読み聞かせでも読んでいただける

ようです。図書室に「鈴山文庫」のコーナー

を設けて貸し出し

もしています。今

年も多くの子ども

たちに読書を楽し

んでほしいと思い

ます。ありがとう

ございました。 

５ 月 

★５月７日から下校時間が変更になります。 

ご確認ください。 


